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令和５年度 学校経営報告書（自己評価） 

 

学校番号 ６６ 学校名 静岡県立磐田北高等学校 校長名 平野貴久 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

 取組目標 成果目標 達成状況 
評

価 
成果と課題 

 

ア 

生活習慣

の確立 

場に応じた服

装や態度がで

きる  (90%) 

「挨拶がしっかりとできている。」  

93.6％ 

「場に応じた服装や態度がしっか

りとできている。」   96.6％ 

Ａ 

挨拶、服装は概ね良好な状況である（数

値向上、R４はそれぞれ87.6、92.9））。

さらに自律的にできるようになるよう、

意識を高めさせたい。 

スマホを適切

に使用してい

る  (60％) 

「スマホを適切に使用している」   

88.3％ 
Ａ 

スマホの使用に関するアンケートの設

問の改善を試みた。昨年度までは「スマ

ホを 22 時以降は学習目的以外には使用

しないよう心掛けている」と尋ね、その数

値は 16.5%だった。今年度は生徒会と協

議して「適切さ」のオリジナル尺度を作

成し、それを用いて生徒が自分の「適切

さ」を測定した。尺度作りでは、生徒か

ら活発に意見が出て有意義であった。今

後も、便利さと危険が同居しているツー

ルであることを継続指導していく。 

学習習慣

の確立 

 

計画的に学習

に取り組んで

いる(80%) 

 

「自分で必要と判断した学習を中

心に家庭学習を行っている。」 

66.3％ 

「自分の学習について振り返りを

して計画的に学習に取り組んで

いる。」        50.2％ 

Ｃ 

昨年度から数値は微増したが（R4 は各

60.2、47.3）、不十分である。日常の家庭

での学習習慣が確立していないことが、

他の調査からわかっている。学習量に加

え、学習の仕方や計画法も丁寧に学校全

体で指導する必要があると考える。 

生徒の学

力にあっ

た指導方

法の検討 

授業がわかる

(80％) 

「学校は、授業を大切にするとと

もに、わかりやすい授業を行お

うと努めている。」  73.9％ 

 

「学校は、基礎・基本に力を入れ、

確かな学力と教養力の育成に努

めている。」      80.4％ 

Ｂ 

 

昨年度数値が下降して危機感を持った

項目であったが、回復が見られる（R4は

64.6％、68.7％)。生徒からの授業改善

への期待に一定程度応えることができ

た。学習の理解状況を具体的にデータで

把握するために定期テストの素点に加

えて、外部模試などの大規模データも十

分に活用し、適切な教授を一層研究しな

ければならない。その上で、主体的な学

び、ICTの活用、観点別評価に繋がる授

業設計を学校全体で構築することが課

題である。 
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イ 

魅力的な

授業の実

施 

学校の授業に

主体的に取り

組んでいる  

(80%) 

「あなたは、学校の授業に自ら進

んで（主体的に）取り組んでいる。」  

85.1％ 

Ａ 

 

目標値に届いたことは喜ばしい。ちなみ

に、R３は 89.6％、R４は 78.7。観点別

評価やICTを用いた授業技術により、生

徒主体の授業実践が増えるなか、課題

は、主体性の意味の研究継続である（例

えば「どうであると」生徒が（主体的）

といえるのか、という教師側の具体的評

価尺度など）。 

一人ひと

りの視野

を広げる

活動の推

進 

自ら計画して

校外学習に参

加した 

(100％) 

「あなたは、授業以外で自らの視

野を広げる活動を行った。」 

62.3％ 

 

「学校は、探究活動や読書週間、各

種講演などを通して、生徒の視野

を広げる助けをしている。」 

    84.8％ 

Ｃ 

それぞれ数値が向上している。コロナが

５類に移行したことも影響しているか。

オンリーワンハイスクール事業が３年

目（最終年度）を迎え、それを含む校外

学習を可能な限り実施した（希望制）。全

校体制で朝読書を開始したり、講師招請

なども積極的に行ったりした。また、「いわ

た高校生まちづくり研究所」へ普通科１年

生全体での取組を開始したり、３年生でゼ

ミ制を導入して各ゼミ独自に外部講師を

招聘したりするなど、考えうる複数の手立

てを講じた。 

啓蒙/啓発的経験を、（数値の低い）「授業

以外で自ら視野を広げる活動」に、如何

につなげるかが課題だ。 

生徒が企画し

た図書館だよ

りの発刊 

(学期に１回） 

図書委員の手による図書館だより

をほぼ毎月発行した。 

 

Ａ 

生徒と図書を繋ぐ手立てを複数講じてい

る。朝読の開始で生徒が読書する機会は

確実に増えた。またNIE参加により、生徒

を新聞に繋ぐことも試みた。「北っ子新聞

室」（NIE ルーム）も委員が管理している。

生徒への各種アプローチを継続したい。 

ウ 

生徒主体

の学校行

事・部活動

及びボラ

ンティア

活動の推

進 

部活動単位で

のボランティ

ア活動の完全

実施 

部活動単位での外部でのボランテ

ィアは、年度初めがコロナ禍であ

ったこともあり、その後も先を見

通して積極的には推奨できなかっ

た。 

 

「学校は、生徒が自主的に部活動 

にかかわることができるよう指 

導している。」     79.5％ 

Ｃ 

部によっては、外部の大会運営等のボ

ランティアに参加した。今後、「一部活

一ボランティア」を活発化させていき

たい。 

 

ボランティアへの参加単位として部活

動は有効であり、また参加への意識が

生徒から湧き出るものでもあってほし

い。その意味でも自主的に活動できる

部活動のあり方を研究していく。 

 

学校行事は生

徒が主体的に

かかわれるよ

う企画されて

いる (80%) 

「学校は、文化祭や体育大会など

の行事を、生徒が主体的にかかわ

れるように企画している。」  

84.5％ 

Ａ 

昨年度数値が急下降した項目であった

が、今年度V字回復した（R３は74.6、

R４は61.8）。教員が生徒の行事の計

画や運営を支援しつつ、生徒が楽しみ

ながら自己有用感を高められるよう積

極的に手立てを講じた成果だと考え

る。継続が課題である。 
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多様な他

者との共

生の推進 

見付分校との交

流の場の促進 

文化祭、運動会の行事や、クラス単

位や部活動単位で交流した。 

一昨年度設置した校内の分校の情

報を発信する掲示板が活用された。 

Ｂ 

 

行事等の定例の交流機会に加え、部活

動等での交流もコロナ以前に回復しつ

つある。継続的に交流を続けていきた

い。 

 

SNSに関連した

啓発活動を学

期に２回は行う 

SNS に関連した啓発活動は 1 回実

施（zoom経由で外部専門家により） 
Ｂ 

 

SNSに関連しての大きなトラブルは幸

いにもなかった。生徒自身が考えて

SNSと関わる力を養う指導を研究する

必要がある。 

 

学校の一

員として

の施設の

使用 

学校が整理整

頓されて清潔

に保たれてい

る。 

「校内の清掃や身の回りの整理整

頓に心掛けている。」 88.9％ 

 

Ａ 

概ね良好である。HR教室以外の教室や

廊下、トイレ等の清掃の徹底が課題で

ある。 

 

部室や教室に

おける盗難の

件数ゼロ  

盗難件数 ０件 

 

 

Ｂ 

盗難は０件だった。普段の清掃で校内

環境を整え、私物の管理意識を高める

ことで盗難を減ずることができる。た

だし、落とし物は持ち主の現れないこ

とが多く、課題である。 

心身とも

に健康で

安心・安全

な学校生

活を送る 

学校には自分

の居場所があ

る   (95%) 

「学校に自分の居場所があると感

じている。」89.2％ 

 

こころの健康調査（年2回実施） 

スクールカウンセラーとの連携 

 

Ｂ 

「居場所がある」と感じる生徒の数値が

やや回復した（R3は90.2、R4は85.9）。

ただ、「居場所がある」とは思えない生

徒も半減したが、存在する（3.2→1.5）。

クラス、授業、委員会活動、行事、部活

等を通して、所属感、自己有用感を感じ

る経験を積ませたい。 

また、施設設備の安全、学習環境整備を

図るとともに、多様化する生徒の状況を

把握し心身の安全への支援体制を強化

したい。 

エ 

地域への

情報発信

の充実 

ホームページ

年150回の更

新 

ホームページ：年150回以上の新 

着記事の更新を達成 

 

「学校は、学校行事やコンテスト、

部活動の成績などの情報をPRし

ている」69.6% 

「学校ホームページを、１週間に

１回程度は閲覧している。（保護

者）」15.3％ 

Ｂ 

ホームページを通して授業や部活動の

様子を発信するできていることは、保護

者にも一定程度認識されている。また、

ホームページの改良にも努めている。 

 

一方で、閲覧頻度は低下低迷（R4 は

18.9）していることから、プッシュ型の

情報発信（SNS等）の必要性も感じる。 

防災体制

の整備 

生徒の帰宅方

法の具体化 

防災訓練をベースにした訓練を実

施した。「防災確認シート」を活用

して生徒の帰宅方法を確認した。 

 

「学校は、地域と連携した防災体

制の整備に努めている。（保護者）」 

59.2％ 

Ｂ 

帰宅方法の確認をし、それに用いる「防

災確認シート」の加筆訂正をした。今後、

原子力災害に対する広域避難について

も視野にいれる必要がある。 

「防災確認シート」の更新を継続すると

ともに、「地域と連携した防災体制」と

は何かを研究する必要がある。 
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ＰＴＡ活

動等の整

理及び推

進 

改善策を次年

度の総会で提

案する 

振興会の定数改正と、PTA専門委員

長の選出方法の改定案を、総会で

了承いただいた。 

 

「PTA活動は、活動について理解が

深まるような情報発信や運営がな

されている。」56.7％ 

Ａ 

振興会の定数を現実に即したものにで

きた。また専門委員長は、従来学年委員

から選出していたものを、本部役員から

選出することで、引継ぎをスムーズにす

ることを仕組みにした。 

 

PTA活動の情報発信の数値は高止まりで

きている（R3は40.2、R4は56.0） 

信頼ある

窓口 

窓口業務に関

する苦情ゼロ 

素早く丁寧な対応を心掛け、実践

した。 
Ａ 

問い合わせ等に適切かつ迅速丁寧に対

応できた。また、窓口の美観も向上さた。

引き続き、防犯対策、感染症対策のため、

訪問者名簿の記入等を確実に行う。 

オ 

多忙化改

善のため

の業務の

改善 

 業務の精選・改

善・効率化を提

案又は実践す

る。（職員の80%） 

 

 

 

 

 

業務の精選・改善・効率化を提案又

は実践した職員は36人(87.8％)だ

った。 

[職員アンケート実施。「した」「し

ない」の２択法。対象47人中41人

回答（回答率87.2％）] 

 

 

・部活動の今後のあり方の検討を

した。 

Ａ 

学校全体としては、ICT化や業務改善が

進んた。具体的には令和４年度途中に導

入したC-learningや、文書受付、出張、

起案等の業務フローの改善（簡略化、一

元化、見える化）等が定着し、安定運用

されている。 

 

個々の職員は業務改善へ意識が高い。今

後の課題は、組織の取組にどうつなげる

かである。たとえば、業務の属人化を避

けることはもちろんのこと、分担した

り、省力化したり、削減/廃止したり、役

割糊しろを埋めたりすることをさらに

意識しつつ、業務改善を続ける。 

 

・部活動の今後のあり方は、クラス減に

伴う職員数減もあいまって、喫緊の課題

である。また多忙化対策として「部活動

ガイドライン」に従った活動の徹底も引

き続きの課題である。 

 ICT 活用が

「できる」「やや

できる」（職員の

80%） 

「できる」「ややできる」職員の合

計が33人（80.5％）だった。内訳

は「できる」が11人、「ややでき

る」が22人。なお、残りは「どち

らかといえばできない」８人。 

 

[職員アンケート実施。「できる」

「ややできる」「どちらかといえば

できない」「できない」の４点法。

対象 47 人中 41 人回答（回答率

87.2％）] 

 

Ａ 

教育の ICT が、GIGA スクール構想のも

とで急進した。授業はもちろん、職員室

でのデスクワークにおいても ICT 活用

は不可避で、実際にICT化による授業改

善/校務改善が進んでいる。ただ、今後

の課題は、ICT活用の匙加減である。ICT

活用でどのような人が受益するかを確

認し（それは生徒、職員に関わらず）、

そのメリットとデメリットの両方を精

査しつつ、慎重に活用を拡げる必要があ

るものもある。 

夏季休暇の完全

取得 
完全取得した。 Ａ 

取得可能期間が長くもあり、業務を工夫

して完全取得を継続したい。 
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適適切な業務

の遂行 

監査等での指

導・指摘事項ゼ

ロ 

２件あった。 Ｂ 

「かいの例月指導検査」にて注意事項が

１件と、「情報セキュリティ監査」にて

通常改善事項が１件（情報セキュリティ

に関する研修が、年間行事予定に位置づ

けられていない等）あった。それぞれ改

善済。 

 勤務時間管理シ

ステムを活用

し、自らの働き

方を把握する

（職員の100%） 

毎月末の確認作業の際に、「勤務管

理時間管理システム」への入力が

滞っている職員が数名いる。 

Ｂ 

「勤務時間管理システム」の入力を確か

なものとするため、アナログ的ではある

が、月ごとに入力結果を各職員が印刷し

て提出することで、全体としては入力状

況が向上した。業務の属人化や、長時間

労働について、改善を図る必要がある。 

ミドルリ

ーダーの

育成 

学校運営に関

することを提

案する 

・若手/中堅教員が学校行事の改善

を主導することができた。 

 

・進路課主導で、中堅教員が「総合

的な探究の時間」の構想を３か年

かけて完成できるよう、提案する

ことができた。 

 

・チーム研修の内容を、職員全体に

フィードバックすることができ

た。 

Ｂ 

若手/中堅教員が、積極的に学校運営に

関わる提案をする機会があった。今後と

もこのような機会を創出したいし、また

ミドルリーダーが自覚を持って、発言や

行動をすることが課題である。 

 

カ 

 

 

 

 

地域福祉

に貢献で

きる人の

育成 

 

関連分野

の資格取

得を目指

す 

 

 

 

 

 

介護福祉士国

家試験全員合

格(100%) 

 

 

各種大会で授

業や実習など

日頃の学びの

成果が現れる

結果を目指す 

 基礎学力及び基礎的な介護技術

の習熟の徹底と福祉マインドの

高揚のために、ＩＣＴを活用し

た効果的で主体的な学習を研究

することができている。 

 
Ｂ 

1、2年生は Chromebook、3年生は携

帯端末を効果的に使用しながら、主

体的に学習に取り組む授業ができ

た。今後の課題として Chromebookの

効果的な使用方法を更に研究してい

く必要がある。また、スマート専門

高校に伴い整備された ICT環境を効

果的に活用することで、基礎学力及

び基礎的な介護技術の習熟の徹底と

福祉マインドの高揚に繋げていく。 

自分自身の心身の健康管理につ

いて、大部分の生徒はできてい

るが、一部の生徒の対応につい

ては、学年や保健室、教育相談

等と連携しながら取組めてい

る。 

 

 

 

Ｃ 

 

・自分自身の心身の健康管理について

は、大部分の生徒はできている

が、一部の生徒について遅刻、欠

席や保健室利用が多い生徒がい

た。今後の課題としては、学年を

はじめ、保健室、教育相談、家庭

と連携を密にしてくとともに、多

様な生徒に対応できる体制を検討

する必要がある。 
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外部との連携について、介護実習

の日程に関する連絡調整や講師招

請事業など連携を密に取りながら

取組めている。 

 

Ａ 

・外部との連携について、介護実習の

日程調整や講師招請事業など滞る

ことなく連携を密に取ることがで

きた。今後も福祉マインドの高揚

につながる実習先や外部講師の選

定を行っていく必要がある。 

 

 介護技術コンテストについては、

放課後等を使って練習に取組め

た。 

Ｃ 

介護技術コンテストでは、県大会で優

良賞を得たが、東海大会への出場はで

きなかった。今後は、生活支援技術の

授業を通して、介護技術の基礎・基本

を習得できるように努める。 

 

介護福祉士国家試験全員合格に向

けて、一丸となって取り組んだ。 

 Ａ 

全員無事合格した（３月）。 

合格率１００％を達成。 

 


